
（陳受Ｒ2第 1号） 

光市における弓道場の確保に関する陳情 

受理年月日 令和 2年 4月 7日 

陳 情 者 光市弓道連盟 会長 矢後雍
や す

信
の ぶ

陳 情 の 要 旨 

令和 2 年度から市内の 2 高等学校が統合されることに伴い、令和 4 年 3 月から

光丘高等学校が廃止されると聞いております。 

 平成 22 年より光市弓道連盟（登録会員数 75 名）では、光丘高等学校の弓道場

を、平日の夜間練習に使用させていただいており、又、高校生を含む市内大会に

おいても重宝させていただいております。 

 しかしながらこの弓道場は、校舎の区画から離れ、独立した区画の中に設けられ

ており、電気と水道が引き込まれている以外は何もありません。つきましては 

１．光丘高等学校の廃止後も、引き続き当該弓道場が使用できますよう、格別のご

配慮をお願いいたします。 

2. また周辺には空き地があるので、射場の若干の増設と更衣室、トイレ、保管庫な

どを設置すれば、小型ではありますが遜色のない弓道場を作り上げることが出

来ます。これにより早期にそして比較的安価に、平成 11年に 166 名の署名を添

えて要望書を提出した弓道場設置の夢が叶います。 

以上、ご配慮、ご支援を賜りますようお願い致します。 


